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P − 279　 1VF −ET にお ける化学的流産 の 原 因的

解 析 一一
移 植 胚 お よ び 了 宮 内膜 を 中心 と して

一

P − 280　　 キ ニ ノ ーゲ ン に おけ る フ ォ ス フ ァ チ

ジル エ タ ノール ア ミ ン結合部位 の 同定

琉球大、

當間　敬，神山　茂、宮城博子、金澤浩 二 、

東海大

勝沼潤子 ， 杉　俊隆，内田能安，岩崎克彦，

牧野恒久

匚目的］IVF −ET の 流産 に は内膜 の 不 良状態 が 関

与して い る こ とを報 告 し て い る。そ こ で 今回は，

揮 F−ET の化学的流産 （hCGI揚性 的流産 ） の 原因

が，移植 ［1｛Eそ の も の に あ る か ，これ を受 け 入 れ る 側

の 内膜 に ある か に つ い て，臨床的流産 （胎嚢 確認的

流産） と 比較 し検討 し た 。　 ［方法］ ⊥988 ほ 〜

1998 ．7の 期間 に施行 し た IVF …ET に お い て 胚移植

まで 施行 した 1，382周期中，尿 中hCG25 単位 陽性的

の 化学的流産 （化学的）69例 と，胎嚢確認的 の 臨床

的流産 （臨床的） 56 例を対 象と し，年齢 、移植胚

数，良好移植胚数，胚移植時内膜厚および胚移植5日

目黄体ホ ル モ ン値等 を 比較検 討 した 。ま た 子宮鏡

に よる IV　F−ET 前 内膜所 見との 関係に つ い て も検

討 した．　 ［成績］  平均年齢 は 化学流群 ：37、4±

5．0歳 臨床流群：36，2．14 ，8歳 で あ っ た。  平均移

植胚 数は化学流群 ：2．6 ± 1．1個 ，臨床流群 ：3．⊥± 1．3

個 （p＜O．05） で ありま た平均 良好移植胚 数は化

学 流群 ：．L7 ± L．3個 ，臨 床流群 ：2．3 ± L3 個 （p 〈

0，05 ＞ で あっ た。  一
力，胚移植時内膜厚 は 化学流

群：10．4 ↑1，8mm ，臨床流群 ：11，／⊥ 2．2mm （p ＞

0．05） で あ り，胚移植5 日目 黄体ホ ル モ ン 値 は 化学

流詳：33，6± 26．6ng／m1 ，臨床流群 ：93、2十
”
i3．3ng／

m ！ （p ＞0．05） で あっ た 。ま た 子宮鏡的内膜良好

群 で の 胚 移植 時内膜厚は化学流群 ：／0．7± 1．5mm ，

臨床流群 ：11．0±2．lmm （p＞ O．05） で あ り，内嘆

不 良群 で は化 学流 群 ：9．9± L7mm ，臨 床流群 ：

1．O，8± 2，0mm （p ＞ 0 ，05） で あ っ た，　 ［結論］

1VF −ET に お け る流産の に は，内膜の状態 の み な ら

ず移 植胚浪 好移植 胚 の 数 も重 要 な 原 因的因子 と

な っ て い る こ とが 示 唆 さ れた。

〔目的〕近年 ，抗 リ ン 脂質 抗体 と血栓疵 ，反復流

産 との 関係が注 目を浴びて い る。電気的 陰性 リ ン

脂質 に対す る抗体 の 多 くは リ ン脂質に 結合 し た

防
一glycoprotein　l（β2GPI ）や prothrornbin を認識 し

．電気的中性 の リン 脂質で ある フ ォ ス フ ァ チジル

エ タ ノ
ー

ルアミ ン （PE ）に対する抗体の多く はPE

に 結合 した kininogenを認識す る こ とが最 近 に な

っ て解 明され た。 既GPI上 の リ ン脂質結合部位は

⊥994年に同定されたが，kininogenの リン 脂質結

合部位 は 不明 で あ っ た 。今回 我 々 は ，抗PE 抗体 陽

性患者血清と合成 ペ プチ ドを用 い てkininogenの リ

ン 脂賓結合部 位 を 同 疋 した 。　 ［方 伝 1 台成 ペ フ ナ

ド は synthesizer で 合 成 し ，　 HPLC で 精 製後

sequencer で確認し た。また，抗PE抗 体陽性患 者

血清は，イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トの も とで 採 取

し ，ELISA 法 に よ り 測 定 し，さ ら に 精 製 し た

kininogenを用 い て その 特異性 を 確認 し た 。 すなわ

ち，PE に結合 したkininogenを認識す る 抗PE 抗 体

と，PE そ の も の を 認識す る抗PE 抗体の 2 種類が 用

意 され た。そ れ らを用 い て ，PE を固相化 した

ELISA上 で 抗PE 抗体と kininogen合成ペ プチ ド の

競 合 阻 害 を 観 察 し た 。　 ［成 績 〕klninogen ，

Dornein　3 上 の Cys33−Cys邸 2
が PE に結合す る こ と

が 解明 され た 。ま た，そ の な か で もCys993−−L．ysen

が結合部位 と思われた。こ の 部位は，kininOgenの

血 管 内皮細胞結 合部位 と 同 じで あ る 。　 ［結謝

kininogen は 血 管内皮細胞 に 結合 し，抗凝固活性 を

も っ て い る が ，血 管 内 皮 細 胞 上 の kminogen

rcceptor は 不 明 で ある 。 今回の我 々 の デー
タ よ り

．kininogenは 血 管 内皮細胞膜外層 の PE に 結合す

る こ とが強く示唆され，抗PE抗体 の 内皮細胞を介

す る 病原性が示唆され た 。
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